
(１)本県経済を強力に牽引するﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ産業の育成
　○ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝによる新たな価値創出　県内企業とｽﾀー ﾄｱｯﾌ゚ との連携やﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ間連携による共創加速、社会課題解決に向けた研究開発支援
　○先端産業創出ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の取組深化 次世代ﾓﾋﾞﾘﾃｨの拠点形成に向けた環境整備、医療・健康ﾃﾞｰﾀを活用した新しいｳｴﾙﾈｽｻｰﾋﾞｽの創出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾌｧﾙﾏﾊ゙ ﾚー ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄの推進（医療田園都市構想の推進）、MaOIプロジェクトの推進（静岡市や大学との連携）

静岡県産業成長戦略2025 骨子（案）

(1)多様な人材の確保と働きやすい職場環境整備
　○多様な人材の活躍支援　  外国人や高齢者を雇用する企業や女性管理職比率の向上などに取り組む企業への支援の拡充
　○若者UIﾀｰﾝ就職支援　　   高校生を含めた生徒・学生への働きかけの強化、若い社会人（25～35歳）へのＵＩﾀー ﾝ就職支援の強化
(2)先端知識と技術を持つ人材の確保・育成
　○ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材の確保･育成    AIなど社会が求めるｽｷﾙの変化に応じた人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施と裾野の拡大
(3)ＤＸによる労働生産性向上
　○製造業・ｻｰﾋﾞｽ業等のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化 　製造業・物流業等のﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術実装推進、顧客ﾃﾞｰﾀ等を活用したｻｰﾋﾞｽ産業の生産性向上

 

１　人材の確保・育成・定着とＤＸによる労働生産性の向上 

(1)ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援戦略の推進
　○ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの創出･育成･連携･誘致　 VCと連携した資金調達支援、県内企業等とのﾏｯﾁﾝｸ゙ 、東部・伊豆地域へのｽﾀー ﾄｱｯﾌ゚ の呼び込み
(2)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸな企業誘致の展開
　○高い成長を目指す企業の誘致　　　　トップセールスによる県外企業の誘致強化
　○産業団地の開発強化　　　　　　　　　 地域特性を活かした戦略的な用地創出（市町との連携強化、規制緩和）

２　活力ある多様な企業の集積（スタートアップ、高い成長を目指す企業等）

(1)ｴﾈﾙｷﾞｰの多様化と脱炭素化の推進
　○環境との調和･地域と共生した再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入拡大 　ｴﾈﾙｷﾞｰ総合戦略の見直し、市町と連携した導入検討（太陽光等）
　○需要・供給両面での水素利活用の促進  山梨連携の強化、産業用FC車両の導入実証
　○産業の脱炭素化支援                        J-ｸﾚｼﾞｯﾄ活用促進(県内創出･ﾏｯﾁﾝｸﾞ支援）
(2)循環型社会への転換
　○循環経済への転換                            静岡大学、県内企業、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ等と連携したCNF用途開発の加速

３　ＧＸの推進（カーボンニュートラル･循環型社会の実現）

【ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成講座】

【大規模団地の開発】

【ｾﾙﾛｰｽ素材活用ｺﾝｾﾌﾟﾄｶｰ】

１　 国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援 【スケールアップ型】

(１)事業の付加価値向上と地域課題への取組推進
　○中小企業の経営力向上と事業継続、新事業展開への支援　新製品･ｻー ﾋ゙ ｽ創出支援の実効性向上、ﾗｲﾌｽﾃー ｼ゙ に応じた資金繰り支援(創業⇒成長⇒承継)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　円滑な事業承継(市町のﾓﾃ゙ ﾙ的取組）や第二創業の促進、適正な価格転嫁に向けた環境整備
(２)地域の魅力を活かしたﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ 力強化
  ○｢ふじのくにﾏー ｹﾃｨﾝｸ゙ 戦略｣の推進　　　　　　海外展開する販売店や商社と連携した輸出拡大、富裕層や訪日外国人向けのﾌ゚ ﾚﾐｱﾑ商品の販路開拓
  ○地域資源を活用した新たなﾓﾃ゙ ﾙ構築　　    ﾘﾉﾍ゙ ｼーｮﾝまちづくりの全県展開、温泉旅館のｵﾌｨｽ化によるｽﾀー ﾄｱｯﾌ゚ 等の拠点づくり（ＩＣＯＩ）
　　   　

 

・幅広い業種で人手不足が深刻化
・価値創出と省力化にはﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術　
　が必須
　⇒ 人への投資とＤＸの両面での取　
　　　組を進め、人材確保と労働生産
　　　性向上の好循環を創出

雇用・人材

・製造業の集積は強み ⇔ 新たな企
　業の集積に課題
　⇒ ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟへの支援加速と有望　　
　　　分野への重点投資により、”選ば　　　
　　　れる静岡県”へ

企業集積

・企業･地域のＧＸは一層の加速が
　必要
　⇒ 国の取組も踏まえ各分野で実　
　　　証･実装を推進

ＧＸ

・本県の強み×有望分野を見極めた取組　
　強化
・一次産業のﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙ化は実証から実装段　
　階ヘ
　⇒ 個々の取組深化とｵー ﾌ゚ ﾝｲﾉﾍ゙ ｰｼｮﾝに　
　　　よる新たな価値の創出

成長の加速化

・中小企業を取り巻く環境は厳しさが続く
・地域資源の更なるﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力向上
　⇒ 地域課題の克服に向け、経営
　　　力の向上、地域資源の魅力の
　　　再構築に注力

地域経済の活性化

基盤的取組
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資料５

３　観光・スポーツ・文化を通じた産業振興 
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重点テーマ

幸福度日本一の静岡県の実現　～ウェルビーイングの向上、持続可能な経済社会の構築～
　　・未来に向けて本県経済を牽引する産業を創出するため、人材確保やスタートアップ支援、企業誘致等を重点的に推進 
　　・本県経済を支える中小企業の持続的な成長を促進するため、各企業の成長の方向性に合わせた支援施策を展開

２　 地域経済での持続的な成長を目指す取組への支援【パワーアップ型】

(１)交流促進
　○高付加価値化による誘客促進の強化　インバウンド誘客の強化、テーマ性のあるツーリズム、体験型コンテンツの開発、静岡空港利用促進、歴史・文化資源の活用
　○稼げる体制づくり　　受入環境の整備・強化、観光DXの推進、宿泊産業の人手不足対策、静岡空港ネットワークの拡大、観光施設との融合による文化ゾーン構築
(２)スポーツの成長産業化
  ○スポーツ産業ビジョンの具現化　スタートアップ等の技術と県内スポーツ資源とのマッチング、スポーツ・オープン・イノベーションの本格展開、スポーツツーリズムの拡大

・県内旅行消費額は過去最高(R5)
　⇒新しい地域資源等を活用しさらな
　　 る拡大を目指す

観光・ｽﾎﾟｰﾂ・文化
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